２０２３年１１月。自民党の政治資金パーティの収入を政治資金収支報告書に記載していなかった疑いがあるとして、告発状が提出され、翌年１月、議員、秘書、派閥の職員数名が立件されたことから、事の重大さに気づき、世間を震撼させた。そして和歌山では巨額のウラガネが発覚した現職２議員。世間でも悪しき注目の的となる。
政治資金パーティーの利益は、実は税金がかからない。そのため脱税という問題にはならない。ただしこれは収支報告をした場合。報告なくして懐に入れた場合は、個人の所得として課税されるため、脱税行為と捉えられる可能性がある。
これらを一般企業に例えるなら、売り上げを報告せずに懐に入れた場合、業務上横領罪となる。
　国民が労働の対価として給与または個人商店が売り上げを計上し、税務署に執拗なまでに指摘され、厳しい生活の中で納税をしている中、国会議員という上級国民は脱税をしても無罪放免。それでも黙っている国民は本当に辛抱強いというか・・・
　私は今回の問題だけでなく、これまでの政権与党の舵取りにも注目されたい。
３０年デフレによる緊縮財政の中、円安による物価上昇。国民の給与は上がらず、税の負担はますます大きくなるばかり。相対的貧困に悩む国民。災害の対応はおざなりなまま、海外へは潤沢に支援を約束してしまうという始末。和歌山はいつ南海トラフ巨大地震が起こるかわからない地域。今の我が国の災害が起こった時の対応を見ていると、大切な地元が果たして守りきれるのか、不安で仕方がない。何ともやるせない気持ちになるのは、私だけではないはず。
先進国から置いてけぼりな我が国日本。私はこれ以上黙って許す訳にはいかない。この国のかじ取りを、もう一度私たちに託して欲しい。ラストチャンスを与えて欲しい。
国民の声なき声、心の声をしっかりと掴み、国政で声をあげたい。
私はこの生まれ育った和歌山が大好きだから。
未来の子どもたちに、人として正しい生き方が何かを、今こそ背中で見せる時。
和歌山に住む全ての方々の心の声を、しっかりと届け、実現に向け行動します。
